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表 1 JC-2部分のインピーダンス行列 〔Z2〕9,9
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200 鐸o讐当gi娼2鵡 56g8号 932DO
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二_ 二∴二三 一せ且讐 2 0･00
H12修正あ り｡nO,nl,n2点を10〔S〕で接地 ｡





























































R相 128,806A 139.273 159.094 185†209 215.293 247.795 281.791
(22:7660) (6.610) (-6.637) (-16.436) (-23.688) (-29.177) (-33.266)
S相 146.763 147.867 159,128 178.358 203.781 232.864 264,447
(-156.096) (-140.759) (-126.624) (-114.970) (-106.058) (-99,014) (-93.757)
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図11SCOTTとSPTTとの比較｣(h-1のcase)
6.おわりに
本論文でSCOTT変圧器の1次中性点接地が出
来ない欠点などを解消できるばかりか､これ以上
簡単化出来そうにない極めて簡潔な相変換変圧器
SPTTについて述べた｡これとSCOTT変圧器と
を比べてみるo SCOTTを通常画かれているよう
なM座を一直線で表示して電源R相S相との誘導
関係を見え難くするのでなく､1次R相S相を明
示する形に図11のように画けば､SCOTTは1次
のT相の電流で電源3相が平衡すべく工夫した発
明で言わば電流形､SPTTは2次の磁束で電源3
相が平衡すべ く工夫したもので言わば電圧形と言
える｡SPTTはどの点も接地可能で超高圧系に用
いるに適し､故障時も1次中性点接地電源は殆ど
流れることなく電位も零に近く､SCOTT変圧器
に替わり役立つものと考えられる｡なおこのSP
TTでも負荷力率を1にしてそのオーム数と同じ
コンテッサとリアクタとを付けて3相を単相に変
換する装置となし得ることは､文献3)で述べたと
同じである｡
また､実回路として､このSPTT に山陽新幹
線ATき電回路を連結したときの各地点の電圧電
流分布の様相は文献2)p.122第7･2図などで図示し
たと同様になり有効である｡つまり､その図中の
複雑な装置である変形ウッドブリッヂ変圧器は､
本提案のSPTTで置換出来､更に東海道新幹線の
SCOTTもこのSPTTで置換出来､中性点接地可
能となり､それぞれの系が簡素化出来る｡
(いどがわ いさおL教授)
(1993.4.13 受理)
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